
電池とは

酸化還元反応に伴って放出されるエネルギー 電気エネルギーとして取り出す装置

負極

正極

電子が流れ出す電極

電子が流れ込む電極

酸化反応おこる

還元反応おこる

一次電池

二次電池

鉛蓄電池

リチウムイオン電池

ニッケル-カドミウム電池

ニッケル-水素電池

充電して繰り返し使用可能な電池

使い捨ての電池

リチウム電池は
一次電池！！



ボルタ電池 イタリアのボルタが1800年に発明した。

問題点

電池の分極

負極

正極

希硫酸

Zn Cu

Zn → Zn2⁺＋ 2e⁻

2 H⁺＋2 e⁻ → H2

e⁻ e⁻

正極に水素の気泡がつく

水素イオンが正極に近づけなくなる

起電力が低下する

電子の移動が妨げられる

Zn²⁺

H⁺



ダニエル電池

負極

正極

ボルタ電池の改良版

Zn Cu

e⁻ e⁻

1836年にイギリスのダニエルによって考案された

Cu

Zn → Zn2⁺＋ 2e⁻

Cu2⁺＋2 e⁻ → Cu

素焼きの筒

Cu²⁺とZn²＋は混ざりにくい

SO4²⁻は通過しやすい

ZnSO4 aq CuSO4 aq

水素が発生しない 電池の分極が起こりにくい

電気的中性が保たれる濃い方が薄い方が

起電力が長時間安定する

Zn²⁺
Cu²⁺

SO₄²⁻



鉛畜電池

負極

正極

希硫酸

Pb PbO2

e⁻ e⁻

Pb + SO₄²⁻ PbSO₄＋ 2e⁻

PbO₂ + SO₄²⁻+４H⁺＋ 2e⁻ PbSO₄＋2H₂O

放電

充電

放電

充電

両極 Pb + PbO₂＋ ２H₂SO₄ ２PbSO₄＋ 2H₂O
放電

充電



希硫酸

Pb PbO2

e⁻ e⁻

PbSO４

〈充電する時〉

負極 Pb + SO₄²⁻ PbSO₄＋ 2e⁻
放電

充電

負極（Pｂ）

正極（PbO₂）

外部電源の負極を

外部電源の正極を

鉛畜電池

正極 PbO₂ + SO₄²⁻+４H⁺＋ 2e⁻ PbSO₄＋2H₂O
放電

充電



鉛蓄電池を一定時間放電させたのち，充電したところ，負極の質量が，充電前に比べて
7.20gだけ減少した。次の各問いに答えよ。

(2) 充電後の正極の質量は50.0gであった。充電前の正極の質量〔g〕，および充電する際に
流れた電気量〔C〕をそれぞれ有効数字3桁で求めよ。

(1) 充電中に負極および正極で進む変化を，電子e－を用いた反応式でそれぞれ示せ。

H：１ O：１６ S：３２ Pb：２０７

ファラデー定数：9.65×10⁴ C/mol



(3) 充電後の希硫酸の質量パーセント濃度と質量はそれぞれ29.0％および495gであった。
充電前の希硫酸の濃度は何％か。有効数字3桁で求めよ。

H：１ O：１６ S：３２ Pb：２０７

ファラデー定数：9.65×10⁴ C/mol



燃料電池

負極

正極

e⁻ e⁻

e⁻ e⁻

O₂+4H⁺+4e⁻→ 2H₂O

H2 → 2 H⁺＋2 e⁻

〈リン酸型〉

H3PO4 aq

H2
O2

H2

O2

H2O

白金触媒をつけた多孔質のニッケル板

両極 ２H₂ ＋ O₂ → 2H₂O

・・・①

・・・②

①×２＋②



e⁻ e⁻

e⁻ e⁻

〈水酸化カリウム型〉

負極

正極 O₂+4H⁺+4e⁻→ 2H₂O

H2 → 2 H⁺＋2 e⁻

2 OH⁻

4 OH⁻

H2 + 2 OH⁻→ 2H₂O＋2 e⁻

2 OH⁻

4 OH⁻

O₂+ 2H₂O +4e⁻→ 4 OH⁻

KOHaq

H2
O2

H2 O2

燃料電池

2KOH + CO2 → K2CO3＋H2O

空気中では

起電力が低下する

H2O

・・・③

・・・④

両極 ２H₂ ＋ O₂ → 2H₂O

③×２＋④
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